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平成29年10月17日(火)　　　　　司会：土橋　美星子　　記録：三浦　育子
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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞
・床屋について電子カルテと書類の処理について
· 床屋で使用している用紙（ご連絡メモ）はそのまま継続して使用し、今まではカルテに用紙（ご連絡メモ）を綴じ、床屋さんが別に名簿を記載していましたが、名簿はなしとし、用紙（ご連絡メモ）をそのまま医事へ提出していく形とし、医事で保管となります。

· 実施後、床屋担当者は各病棟に、実施者の報告をして下さい。

· 報告を受けた看護スタッフは、電子カルテの看護記録へ床屋実施の記録をして下　

さい。その際、フローシートへのチェック（連携）も忘れずにして下さい。

・衆議院議員総選挙及び八戸市長選挙並びに八戸市議会員補欠選挙の期日前投票について

10月22日(日)上記の各選挙が行われます。 (詳しくは、添付ファイルをご覧下さい。)

「期日前投票送迎車両」を運行しますので、期日前投票の送迎車両に乗る方は、事前に
参加者名簿へ「所属・氏名」を入力して頂くようお願い致します。

入力先は「みんなの共有」→「総務室」→「期日前投票」→「期日前投票参加者」
乗車人数は定員８名で、定員になり次第締め切りとなります。事前申込みが無い場合、乗車できない場合がありますのでご了承下さい。
・不在者投票について【八戸市長選挙・衆議院議員選挙】
八戸市長選挙と衆議院議員選挙について、病院での不在者投票を下記の日程で行いたいと思います。

八戸市長選挙・ 衆議院議員選挙　　

　　　　　　10月18日　　10：30～順番に各病棟を回っていきます。　　　

　ご迷惑おかけいたしますが、ご協力よろしくお願いいたします。

・本日～2週間で八戸短期大学の看護学生が2名実習に来られています。
松谷　和也様・千葉　光広様へ各1名ずつつきます。
・退院支援委員会が先日から始まっていますが、当日出席したスタッフの名前の入力が抜けているものがありました。書類なので抜けのない様にしていきましょう。
＜患者様連絡事項＞

・佐々木　悦子様～10：30精神状態の悪化が続き、他者への影響もある事から療養環境変更の為西病棟へ転出となっています。義姉様は、明日か明後日に来院されるとの事です。西病棟へは伝えています。

　　　　　　　　　本人の現金は、医事へご家族が来院した時に返却する事を依頼して預けています。
・飯田　修子様～本日、8：30～16：00自宅へ行く為、外出へ行かれています。
・木村　美智子様～今までは、スタッフ付き添いで外の美容室へ行かれていましたが、移動等を考え、院内の床屋にかかる方向にしています。御家族様へは、了承を得ています。兄様より、「日常の事は看護師さんに一任しています。よろしくお願いします」との事であり、大きな金額でなければ、都度の確認は必要ないとの事です。
本日、アップルハートの金田様が来院され入院費の支払いをしています。本人へも伝えています。
　　　　　　　　　
＜注目患者様評価＞

・原　吉郎様～週末はホールにて独語しており、スタッフからの確認には「交信してる」と返答されています。「頼んでもないのに向こうから話し掛けてくる」との事。表情は穏やか。スタッフ付き添いにて床屋に行かれた際も、終始小声での独語聞かれています。病状の波は見られていますが、以前よりは落着いています。
本日の昼食時に嘔吐あり、確認すると「ラーメンの汁を吐いた。」と話しています。その後も不調の訴えはありません。来月あたりから青山荘見学・体験利用について調整していきます。
・内田　都影様～本日深夜帯にて、歩行運動中の男性患者様について歩き、ひたすらに　　不明な内容の事や姉様の事を話し掛けている事があり、喫煙室に一緒に入って話し続けていました。内容は妄想に基づく被害的な事であり、スタッフから気にしないくらいでいればいいですと返すと、被害的な話に発展しています。スタッフ側の意見として、その場は終了していますが、本人は不満顔をしています。
　　　　　　　　　病状が強く、同室者に対しての被害的な訴えあり、不安定なまま経過しています。
日勤帯は、スタッフへ表情は穏やかに挨拶されており、妄想めいた発言は聞かれていません。リハプロ・ＯＴ拒否されており自室にて臥床されています。今後も他者トラブル、精神状態・睡眠状態について観察していきましょう。
・杉澤　恵子様～感情の起伏はあり、病状の変化も見られていますが、都度介入や話を傾
　　聴する事で落ち着く事は出来ています。
＜田名部Dr診察＞

・千葉　光広様～最近の様子としては、10/14に訴えていた頭痛は軽減してきたと話していましたが、右側の頸部の「針で刺されたような痛み」があるとも話しています。夜間の睡眠はとれており、その他、身体的に両上肢の痙攣が生じるとの事。以前、他の病院でデパケンをのんで治ったと話していた為、今回より処方となっています。耳鳴りは落ち着いてきたとの事。気分的にいらいらや抑うつ気分はないが作業療法でも痛みで不便であると話しています。その他の衝動行為もありません。
メイラックス錠１ｍｇ　 1 錠  　１×就床前
 バレリン錠２００ｍｇ　 1 錠  　１×就床前　　　　7日分処方
・三浦　久司様～最近の状況としては、落ちついて経過しています。精神症状的にも幻覚・妄想症状もなく表情なども穏やかな感じでいることが多くなっています。先日、本人に障害年金２級が認定されたことをスタッフから伝えられています。今後は、本人としては千葉に行って生活したいと話している事はあります。父親は、八戸で施設入所して生活を送ってほしいとの希望を持っている為、金銭関係が落ち着き次第、御家族と今後についての話し合いの日を担当スタッフは調整していきましょう。
　　　　　　　　　昨日は作業療法を途中で退席され「体がざわざわする」と話し、休まれています。本日も、朝食後に「背中がぞくぞくする」と話し、バイタルサイン測定していますが、異常はなし。自室で休んでいます。日課以外は臥床がちとなっている為、生活リズムを整えてもらい、活動性をあげていけるよう介入していきましょう。
・上野　千奈津様～病的言動は特に認めずに表情的にも穏やかにしている事が多くなっています。幻覚・妄想症状もないと話しています。退院に関しては、本人の方から執拗に希望してくる事はないですが、姉様の見解としては、退院して一人で自宅に暮らすのは考えていなくて、施設入所などを考えたいとの事。本人の話を傾聴しながらもスタッフ間で確認しながらすすめていきましょう。10/24(火)15：00～10/25(水)10：00までで法務局の書類受け取りの為、外泊許可となっています。
　　　　　　　　　
＜田名部Dr退院支援会議＞
・伊藤　義彦様～家族の意向の確認が進まず、妹様は自宅退院に関して容認しているとの
事ですが、再度手紙による家族総意の確認を行っていきます。本人、も施設入所を受け入れてくれれば良いのですが、時間の経過を見ながらすすめていきます。
・千葉　光広様～レンタル倉庫の中の家電製品等やレンタル倉庫は解約しています。毎月の母様との面会の機会を継続していきます。
・三浦　久司様～本人としては千葉に行って生活したいと話していますが、父様は、八戸で施設入所して生活を送ってほしいとの希望を持っている為、金銭関係が落ち着き次第、御家族と今後についての話し合いの日を担当スタッフは調整していきましょう。
・上野　千奈津様～精神状態的には落ち着いているようですが、リハプロやＯＴを休んでしまう事が見られています。食事も拒否することありますが摂取量は増えています。

姉様は、一人で暮らすのは心配だと話しています。千奈津様が父の遺産相続の件が片付かないと引越しが出来ないので、時間のすすめ方が難しいケースですが、姉様の住んでいる富山の病院への転院とグループホームへの入所で検討いきます。本人は退院に関して意見が次々と変わるため、周知しながら検討していきましょう。
・杉澤　恵子様～弟様の面会は定期的に来られており、情報共有も出来ています。特定の他者の言動に対し、易怒的となり自制困難な状態にて、周囲への影響が見られ、精神面での不安定さは続いていましたが、本日、特定患者様が病棟を移動したことによって落ち着いてきています。今後は、家族の意向確認を継続して行います。

・木村　敬様～自宅での一人暮らしに向けて、おいらせ町のきょうだいが支援してくれて環境が整っています。退院日が決まり次第、日程調整し退院前訪問指導を実施予定としています。
・深町　栄美子様～現在、姉様が三沢市内の施設を探していますが、現在の本人の状況等から断られたり、返事を保留されており、また空きも無く、施設の申し込みもできていない状況です。グループホームへの入所も検討中ですが、認知症の診断が必要となります。
・吉田　光良様～現在は体感幻覚や精神状態の不安定さなく経過しています。受け入れ先の検討が必要です。

・磯島　貴広様～金銭管理、血糖のコントロール、身辺整理等が出来る様になり、弟様にも認めてもらえる様になるという事と約束が守れない、嘘をつくなどの問題行動は見られています。本人の生活行動観察し、退院先を見極めていきましょう。

本人はアパート暮らしを希望されていますが、母様は自宅退院を希望されています。母様と弟様と話し合いの場を調整していきましょう。
